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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

目標を意識し、積極的なインターンシップの受け入れ等社
員一丸となって取り組んだことにより目標達成できた。

・雇用人数
2023年5人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・1人あたり年間総労働時間
2021年2064時間→3年後に１９００時間
実績2023年1944時間

・女性社員の増加
・女性・高齢者・障害者雇用促進

2023年2名（技術者含む）
3年後に3名

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

10％削減（受注高に応じた）
3年後
10％削減（受注高に応じた）3年後

エコアクション２１の取り組みを通じ毎年削減は出来てい
るものの１０％と野心的な目標であったため未達成となっ
た。引き続きエコアクション２１の取り組みを通じて継続的
に削減に取り組む。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

1人あたり年間総労働時間
2021年2064時間
3年後に１９００時間

前期の指標に対する実績

・完全週休2日制を導入し、効率化による労働時間削減

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

社員一人ひとりの意識と毎週水曜日をノー残業デーを設
定し全社員で削減に取り組んだものの目標未達成となっ
た。引き続きノー残業デーの継続と声掛けを行い時間外
削減に取り組む。

創業60年信用・信頼こそ我が社の命として日々志のある社員と共に地域・行政の方々に「感謝の念」を持って地域の
発展のためタイムリーな情報発信を心掛け連携してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・CO₂排出量
2023年3％削減（2020年度比）
・廃棄物
2023年4％削減（2020年度比）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・エコアクション21の取り組みを通してCO2排出量削減
・工事において排出される廃棄物削減

社会

経済

環境

・多様な人材の雇用により地域課題解決に貢献する人材
の育成

・雇用人数（技術職）
2026年3人増（2023年度比）
・ブライト企業の認定取得
・2023年度未→2026年取得

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3
年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

・エコアクション21の取り組みの継続や排ガス対応重機の
導入による環境配慮

・エコアクション認定継続
2024年認定更新→2026年継続認定
・排ガス対応重機の増加
2026年度までに1台増（現在2台保有）

社会

経済

環境

・働きやすい職場環境の整備により全社員のワークライフ
バランス・幸福度の向上の充実

・育児・介護取得率
2023年0％→202６年30％
・インターンシップの受け入れ
2023年2名→2026年までに7名
・時間外削減
2023年6時間/月→2026年2時間/月削
減(2023年度比）

事業者名 株式会社熊阿建設工業　　

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

株式会社熊阿建設工業は、「たとえ小さな一歩でも、昨日より確実に前へと進んでいけること。」をモットーに地域の
皆さまにお役に立てるよう、社会貢献できる企業であると共に働きやすい職場環境を目指すことでSDGs達成に貢
献いたします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


